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目　　標
0 50 100 目標年度

地区 単位 22
達成度

地区 単位 62.50%
0 50 100 目標年度

ｈａ 単位 22
達成度

ｈａ 単位 50.39%
0 50 100 目標年度

点 単位 22
達成度

点 単位 62.50%

○総合計画における位置付け等

躍動し　魅力あふれる交流拠点都市をめざして

（平成15年4月1日現在人口）

9.07

25再開発事業、基盤整
備について、準備段
階を含めた進捗状況
を評価

5

8

（４）施策に要している人員

５　必要性…市民ニーズに合っているか、行政需要の変化に対応しているか

指標３
40

４　評価指標

事業段階の達成度
市街地再開発事業、基盤整備に係る進
捗率について、各事業段階を５点で評価
した場合の達成度

25.8

円／人……人口は、

この施策の市民一人当たり事業費は、全１２３施策のうち、第

（３）全施策中の順位（事業費）

13,017
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万人とした。

平成１５年度　施策評価表

３　総事業費及び人員

基本目標

政策名
（章）

第４章　広域交流都市を形成します

施策コード

第１節　魅力ある広域交流拠点の整備

平成15年　6月　９日記入

宮崎孝司

4.57

千円……構成事務事業全体の事業費合計（人件費含む）

（１）施策に要している総事業費

8,018,762

（２）　市民１人当りの事業費

人……構成事務事業全体の人員合計

１　施策の概要・目的

実施すべき市街地再開発事業及び駅前
広場整備の達成率
実施済み面積／計画面積

整備事業の実施面
積により進捗状況を
評価

指標１

指標２

整備事業の実施箇
所数により進捗状況
を評価

  首都圏における拠点都市として、産業の活性化を促進し、賑わいのあるまちづくりを進める上で､駅前地区としての
駅前広場、道路整備などの都市基盤整備や市街地再開発事業は、根幹的な事業であり、市民ニーズに合致してい
る。

34110

実施すべき市街地再開発事業及び駅前
広場整備の達成率
実施済み又は実施中の個所数／計画個
所数

　中心市街地については、市街地再開発事業などによる高度な土地利用の促進を図るとともに、各地区の特性に応
じた多様な都市機能の集積につとめるなど、にぎわいのある魅力的なまちづくりを進めます。
　地区中心市街地については、それぞれの地区における特性を活かした中心的な役割を担う市街地としての整備を
進めます。

現状値と目標値指標名および指標式 指標の意図

基本施策名
（節名）

課　長　名施　策　名 活気ある中心市街地の整備

　中心市街地の各駅周辺整備は概ね終了し、相模大野駅周辺地区では、西側地区市街地再開発事業が進められ
ている。
　地区中心市街地については、おのおの商店街の振興に努めるほか、淵野辺地区及び上溝地区では、駅前広場等
の整備が完了している。また、小田急相模原地区では、北口Ａ地区市街地再開発事業が進められている。

現状

目標

現状

目標

現状

目標

評価担当課

都市整備課

都市部

Ⅲ



説明

説明

７　効率性…費用対効果が優れているか、もっと大きな効果が得られるものはないか

説明及び具体的内容
　相模大野駅西側地区の市街地再開発事業については、事業主体であ
る準備組合と連携を取りながら進めて行く。
　小田急相模原駅北口Ａ地区市街地再開発事業については、すでに事
業認可の申請が済でおり、平成19年度の事業完了を目途として進めて行
く。
　今後の市街地整備を進めるにあたっては民間活力等の導入を図りなが
ら基盤整備を進めていく。

９　課　　題…施策を実現するにあたり、課題となっていること等

今後の方向
１０　今後の方向性（一次評価）

　立地条件や地権者の状況等により、民間の施行（組合施行）など、最適な手法を選択している。これにより、市の負
担は､適切なものになっている。

６　有効性…期待される効果があがっているか

　駅前地区の状況に鑑み、商業、業務床の確保などや、駅前広場・道路整備などの都市基盤が一度に図られる手法
を採用しており、魅力ある交流拠点の整備と合致している。

　６月末の市民満足度調査の回答結果から作成することとする。

Ｂ

Ｃ

見直し

社会経済情勢の変化に的確に対応した事業手法の選択を行いながら、中心市街地の空洞
化の防止・活性化を図るべきである。

８　市民満足度調査結果からの分析（平成１５年度調査）

拡充する

現状維持する

１２　外部意見

１１　２次評価

Ａ

◆この施策の満足度は、3.209で、調査した51施策の中で
22番目です。
◆この施策の重要度は、3.764で、調査した51施策の中で
35番目です。

◇年齢別にみると、満足度及び重要度ともに60歳代で飛
び抜けて高く、30歳代で最も低くなっている。

市民満足度調査 （◆は施策の平均）
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市民満足度調査は、基本施策５１項目（節）について調査して
います。したがって、上位の基本施策が同じ場合は同じ内容
となっています。　（「○総合計画における位置付け等」参照）
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進め方

14 2,313 0.13 ＡＡ Ａ A A Ａ Ｂ Ａ 継続 1

14 1,603 0.02 ＡＡ Ａ A A Ａ Ａ Ａ 廃止

15 2,879,413 4.19 AA Ａ A Ｂ Ａ Ａ 完了

15 52,070 5.05 A B A B B A 継続 再掲

15 29,062 0.01 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 継続 再掲

14 116,702 1.00 AAA Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 完了 再掲

14 122,571 0.75 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 完成 再掲

14 1,279,418 1.00 AAA Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 完了 再掲

14 686,388 1.00 ＡＡ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 完了 再掲

14 1,385,283 1.00 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ 完了 再掲

14 33,364 0.50 Ｂ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 完了 再掲

14 842 0.10 ＡＡ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ 完了 再掲

14 24,783 2.00 ＡＡ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ 完了 再掲

15 7,083 0.60 AA B A B B A 継続 再掲

14 44,193 0.00 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ 継続 再掲

14 21,139 1.00 A Ｃ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 継続 再掲

14 87,707 6.80 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 見直し 再掲

14 27,647 0.25 Ａ A A B Ｂ Ａ Ａ 継続 再掲

14 1,217,181 0.40 AA Ａ A A Ｂ Ａ A 完了 再掲

合計 19 8,018,762 25.8
千円 人

道路整備課

道路整備課

南土木事務
所

商業観光課

商業観光課

道路整備課

淵野辺駅上矢部線道路改良
事業

都市整備課

都市整備課

男女共同参画課

駐車場対策
課

道路整備課

道路整備課

道路整備課

道路整備課

道路整備課

平成15年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、公平性

構成事務事業一覧

平成14年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、代替性、満足度

まちづくり記録撮影委託

淵野辺地区拠点整備事業

男女共同参画推進センター運
営経費

民間自転車駐車助成事業

淵野辺駅北口駅前広場用地
購入事業

上溝駅前広場整備事業
（継続費）

橋本新町通り線用地購入事
業

アドバイザー派遣事業 都市整備課

事務事業

淵野辺駅北口駅前広場整備
事業

上溝駅前広場用地購入事業

橋本新町通り線道路改良事
業

東大沼歩道橋架替事業負担
金

中心市街地活性化基本計画
策定事業

商店街モデル店舗育成事業

淵野辺駅上矢部線道路用地
購入事業

事務事業名

施策名 活気ある中心市街地の整備

決算額
(千円）

人員
（人）

施策コード 34110

担当課
評価
年度

評価の概要
施策
中の
優先
順位

商業地形成事業補助金 商業観光課

商店街振興支援事業 商業観光課

杜の化ホール橋本建設事業 文化国際課


